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南
宋
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陸
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│
包
恢
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袁
甫
、
銭
時
を
中
心
に

中
嶋

　諒

1

　は
じ
め
に

　中
国
南
宋
前
期
に
活
躍
し
た
朱
熹
（
朱
子
、
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
と
、
そ
の
論
敵
陸
九
淵
（
象
山
、
一
一
三
九
〜
一
一
九
二
）
の

思
想
は
、
し
ば
し
ば
「
理
学
」
と
「
心
学
」、「
性
即
理
」
と
「
心
即
理
」
な
ど
と
対
比
さ
れ
、「
朱
陸
論
」
と
し
て
、
そ
の
異
同
が
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
ま
た
後
に
王
守
仁
（
陽
明
、
一
四
七
二
〜
一
五
二
八
）
や
そ
の
門
弟
た
ち
が
、
陸
九
淵
に
一
定
の
評
価
を
下
す
と
、「
朱

陸
論
」
は
、「
朱
子
学
」
と
「
陽
明
学
」
と
い
う
構
図
に
引
き
継
が
れ
、
中
国
近
世
思
想
史
上
の
一
大
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　し
か
し
そ
の
一
方
で
、
当
時
、
朱
熹
と
陸
九
淵
は
と
も
に
道
学
陣
営
（
北
宋
の
二
程
子
の
学
脈
を
受
け
る
か
、
少
な
く
と
も
思
想
的
に

そ
の
影
響
を
受
け
る
集
団
）
に
立
っ
て
、
反
道
学
の
政
治
勢
力
に
対
抗
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
余
英
時
氏
『
朱
熹
的
歴
史
世

界
』、
三
聯
出
版
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
な
ど
）。
朱
陸
の
論
争
は
、
あ
く
ま
で
思
想
的
な
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
に
は
、
両
者
は
協
調
関

係
に
あ
っ
た
と
み
る
の
が
、
昨
今
に
お
け
る
当
該
分
野
の
通
説
で
あ
っ
た
。
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二

　こ
の
よ
う
な
朱
陸
の
関
係
性
に
切
り
込
み
、
そ
の
見
直
し
を
図
っ
た
の
が
、
こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
、
福
谷
彬
氏
『
南
宋
道
学
の
展

開
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
で
あ
る
。
該
書
は
、
朱
陸
が
と
も
に
道
学
陣
営
に
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、

両
者
の
反
道
学
派
へ
の
対
応
の
仕
方
は
異
な
っ
て
お
り
、
陸
九
淵
は
む
し
ろ
、
朱
熹
の
政
治
姿
勢
を
、
い
た
ず
ら
に
対
立
を
煽
動
す
る
も

の
と
し
て
非
難
し
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
よ
う
な
陸
九
淵
の
態
度
は
、
両
者
の
思
想
対
立
に
も
波
及
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
本
稿

で
は
、
ま
ず
は
こ
の
福
谷
氏
の
説
を
、
具
体
的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
さ
ら
に
南
宋
後
期
、
陸
九
淵
再
伝
の
弟
子
た
ち
の
世
代

に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
折
衷
」
論
と
し
て
結
実
し
て
い
っ
た
さ
ま
を
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
素
描
し
て
い

き
た
い
。

2

　朱
陸
論
争
か
ら
朱
陸
折
衷
論
へ

　さ
て
福
谷
氏
は
、
淳
熙
九
年
（
一
一
八
二
）、
朱
熹
の
唐
仲
友
（
説
斎
、
一
一
三
六
〜
一
一
八
八
）
弾
劾
を
契
機
と
し
て
、
道
学
派
と

反
道
学
派
の
間
で
、
党
争
状
態
が
激
化
し
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
こ
で
朱
熹
は
、
反
道
学
派
に
対
し
て
、
徹
底
的
な
批
判
を
行
い
、
彼

ら
を
朝
廷
か
ら
排
斥
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
陸
九
淵
は
、
同
じ
く
道
学
派
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

朱
熹
の
批
判
の
方
法
は
、
両
派
の
隔
壁
を
強
調
し
、
い
た
ず
ら
に
対
立
を
煽
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
危
惧
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

む
し
ろ
派
閥
意
識
を
解
消
し
、
対
立
派
閥
と
融
和
す
る
方
向
で
、
党
争
状
態
を
終
結
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
た
の
だ
と
い
う
。

　な
お
陸
九
淵
の
こ
の
よ
う
な
試
み
の
背
後
に
は
、
北
宋
時
代
に
お
け
る
新
旧
法
派
の
党
争
に
対
す
る
反
省
が
あ
っ
た
。
陸
九
淵
は
淳
熙

一
五
年
（
一
一
八
八
）、
新
法
党
の
旗
頭
、
王
安
石
（
荊
公
、
一
〇
二
一
〜
一
〇
八
六
）
に
か
ん
す
る
文
章
（『
象
山
全
集
』
巻
一
九
、

「
荊
国
王
文
公
祠
堂
記
」
／
二
三
一
頁
）
を
記
し
て
い
る
が
、
福
谷
氏
は
、
そ
の
論
旨
は
、
王
安
石
が
自
ら
の
政
策
に
従
う
人
士
を
優
遇
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三

す
る
こ
と
で
、
他
者
が
自
分
の
考
え
に
同
調
す
る
こ
と
を
半
ば
強
制
し
た
と
指
摘
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
や
り
口
は
、
朱
熹
の
道
学
陣
営
に
対
す
る
態
度
（
お
よ
び
反
道
学
派
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
）
に
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
陸
九

淵
に
と
っ
て
朱
熹
は
、
ま
さ
に
悪
夢
の
よ
う
な
党
争
を
引
き
起
こ
し
た
王
安
石
の
再
来
と
映
っ
た
の
だ
と
さ
れ
る
。

　そ
し
て
こ
の
よ
う
な
朱
熹
へ
の
見
方
は
、
い
わ
ゆ
る
「
無
極
太
極
」
論
争
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
周
敦
頤
『
太
極
図

説
』
を
め
ぐ
る
朱
陸
の
論
争
と
さ
れ
る
が
、
陸
九
淵
は
と
く
に
周
敦
頤
を
私
淑
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、『
太
極
図
説
』
の
個
々
の
テ
キ

ス
ト
や
解
釈
に
さ
ほ
ど
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
た
の
は
、
学
問
の
方
法
論
に
対
す
る
議
論
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
自
説
以
外
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
朱
熹
の
学
問
が
も
た
ら
す
弊
害
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
先
の
朱
熹
の
政
治
姿
勢
に
対

す
る
批
判
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
陸
九
淵
の
朱
熹
批
判
は
、
政
治
的
、
思
想
的
に
一
貫
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で

あ
る
。

　さ
て
以
上
、
福
谷
氏
の
論
考
の
主
旨
を
ま
と
め
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
陸
九
淵
の
朱
熹
批
判
の
態
度
が
、
南
宋

末
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
折
衷
」
論
（
朱
陸
双
方
の
思
想
を
、
む
し
ろ
接
近
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
思
想
潮
流
）
と
し
て
結
実
し
て
い

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
清
代
の
陸
学
顕
彰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
李

（
穆
堂
、
一
六
七
五
〜
一
七
五
〇
）
は
、

陸
九
淵
再
伝
の
士
に
、
有
名
な
も
の
は
非
常
に
多
い
が
、
陸
学
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
包
恢
（
文
肅
）
と
袁
甫
（
正
肅
）
の
両
人

で
あ
る
。〔
陸
子
再
伝
之
士
、
名
人
甚
衆
、
而
発
明
陸
学
、
若
包
文
肅
、
袁
正
肅
二
公
。〕『
陸
子
学
譜
』
巻
一
六
、「
門
人
」
上
／
三

七
三
頁

と
、
陸
学
再
伝
の
代
表
格
と
し
て
、
包
恢
（
文
肅
、
一
一
八
二
〜
一
二
六
八
）
と
袁
甫
（
正
肅
、
一
一
七
九
〜
一
二
五
七
）
を
挙
げ
る
が
、

彼
ら
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
折
衷
」
論
者
で
も
あ
っ
た
。
筆
者
は
こ
の
両
者
の
「
朱
陸
折
衷
」
論
に
つ
い
て
、
か
つ
て
論
じ
た
こ
と

が
あ
る）

1
（

の
で
、
引
き
続
き
、
こ
の
筆
者
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
包
恢
と
袁
甫
に
つ
い
て
も
簡
介
し
て
み
た
い
。
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四

　ま
ず
包
恢
で
あ
る
が
、
彼
の
父
は
包
揚
（
顕
道
、
生
卒
年
未
詳
）
と
い
い
、
も
と
陸
九
淵
の
門
弟
で
あ
っ
た
が
、
陸
九
淵
の
死
後
、
兄

の
包
約
（
詳
道
）、
弟
の
包
遜
（
敏
道
）
と
と
も
に
朱
熹
に
師
事
し
た
。
当
時
、
朱
陸
双
方
に
師
事
し
た
門
弟
は
、
曹
建
（
立
之
）、
万
人

傑
（
正
淳
）、
項
安
世
（
平
父
）、
胡
大
時
（
季
随
）
な
ど
が
お
り
、
決
し
て
珍
し
い
と
は
い
え
な
い
が
、
と
り
わ
け
包
揚
は
、
朱
陸
い
ず

れ
も
の
「
語
録
」
を
残
し
た
唯
一
の
人
物
と
し
て
特
筆
さ
れ
る）

2
（

。
さ
ら
に
包
恢
自
身
も
、

慶
元
庚
申
（
六
年
）
の
春
、
私
も
ま
た
二
か
月
間
、
春
風
の
中
、
考
亭
書
院
に
て
（
朱
先
生
に
）
侍
坐
し
た
。〔
慶
元
庚
申
之
春
、

某
亦
嘗
随
侍
坐
考
亭
春
風
之
中
者
両
月
。〕『
敝
帚
稿
略
』
巻
五
、「
跋
晦
翁
先
生
二
帖
」
／
一
〇
葉
表

庚
申
の
春
、
私
自
身
も
ま
た
考
亭
書
院
に
て
、
朱
先
生
に
お
目
に
か
か
り
お
教
え
を
受
け
た
。〔
庚
申
之
春
、
又
嘗
躬
拝
先
生
于
考

亭
而
受
学
焉
。〕『
敝
帚
稿
略
』
巻
五
、「
跋
晦
翁
先
生
帖
」
／
一
〇
葉
裏

と
い
う
よ
う
に
、
慶
元
庚
申
（
六
年
／
一
二
〇
〇
）、
最
晩
年
の
朱
熹
に
師
事
し
て
い
た
ら
し
い
（
こ
の
年
の
三
月
に
、
朱
熹
は
没
し
て

い
る
）。

　た
だ
包
恢
自
身
が
、
直
接
陸
九
淵
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
陸
九
淵
は
紹
熙
三
年
（
一
一
九
二
）、
包
恢
が
一
一
歳

の
と
き
に
没
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
包
恢
が
陸
九
淵
か
ら
、
直
接
教
え
を
請
う
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
け
れ
ど
も
包
恢
は
生
涯
、

陸
九
淵
を
称
揚
す
る
文
章
を
精
力
的
に
執
筆
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
は
、
包
恢
が
陸
九
淵
の
文
集
を
か
な
り
読
み
込
ん
で
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

陸
先
生
は
、
か
つ
て
「
心
は
天
下
の
同
心
で
、
理
は
天
下
の
公
理
で
あ
る
」（『
象
山
全
集
』
巻
一
五
、「
与
唐
司
法
」
／
一
九
六
頁
）、

「
同
じ
く
す
る
こ
と
を
同
徳
と
い
い
、
異
に
す
る
こ
と
を
異
端
と
い
う
」（
同
巻
一
、「
与
邵
叔
誼
」
／
一
頁
）、「
顔
子
は
孔
子
に
従

学
し
た
が
、
孔
子
の
門
戸
を
秘
匿
し
な
か
っ
た
」（
同
巻
一
五
、「
与
唐
司
法
」
／
一
九
六
頁
）
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
至
言
で
あ

る
。〔
先
生
嘗
曰
、
心
乃
天
下
之
同
心
、
理
乃
天
下
之
公
理
。
同
此
之
謂
同
徳
、
異
此
之
謂
異
端
。
顔
子
従
孔
子
、
不
秘
孔
子
之
門
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戸
。
至
哉
言
乎
。〕『
敝
帚
稿
略
』
巻
五
、「
跋
象
山
先
生
二
帖
」
／
七
葉
裏

道
義
の
門
は
、
天
地
開
闢
以
来
一
つ
で
あ
る
。
ど
う
し
て
門
戸
を
私
し
て
立
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
（
陸
先
生
の
）
こ

と
ば
に
「
宇
宙
は
我
が
心
で
あ
り
、
我
が
心
は
宇
宙
で
あ
る
」（『
象
山
全
集
』
巻
二
二
、「
雑
説
」
一
一
／
二
七
三
頁
）、「
学
ぶ
者

は
理
の
み
に
従
う
。
理
は
天
下
の
公
理
で
あ
り
、
心
は
天
下
の
同
心
で
あ
る
。
顔
子
、
曽
子
は
孔
夫
子
の
道
を
伝
え
た
が
、
そ
の
門

戸
を
私
せ
ず
、
孔
夫
子
も
ま
た
門
戸
を
私
し
て
、
他
人
と
私
的
に
協
議
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」（
同
巻
一
五
、「
与
唐
司
法
」
／

一
九
六
頁
）、「
こ
の
理
は
宇
宙
に
あ
っ
て
、
決
し
て
隠
遁
す
る
こ
と
は
な
い
。
天
地
が
天
地
で
あ
る
理
由
は
、
こ
の
理
に
随
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
人
と
天
地
は
並
び
立
ち
三
極
と
な
る
が
、
ど
う
し
て
私
し
て
こ
の
理
に
随
わ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」

（
同
一
一
、「
与
朱
済
道
／
一
四
二
頁
」）
と
あ
る
。
こ
れ
が
陸
先
生
の
学
で
あ
り
、
宇
宙
の
達
道
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。〔
道
義
之
門
、

自
開
闢
以
来
一
也
。
豈
容
私
立
門
戸
乎
。
故
其
説
曰
、
宇
宙
即
是
吾
心
、
吾
心
即
是
宇
宙
。
曰
、
学
者
惟
理
是
従
、
理
乃
天
下
之
公

理
、
心
乃
天
下
之
同
心
。
顔
曽
伝
夫
子
之
道
、
不
私
夫
子
之
門
戸
、
夫
子
亦
無
私
門
戸
与
人
為
私
商
也
。
曰
、
此
理
在
宇
宙
間
、
未

嘗
有
所
隠
遁
。
天
地
所
以
為
天
地
者
、
順
此
理
而
已
。
人
与
天
地
並
立
為
三
極
、
安
得
自
私
而
不
順
此
理
哉
。
是
先
生
之
学
、
乃
宇

宙
之
達
道
明
矣
。〕『
陸
九
淵
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
淳
祐
一
一
年
（
包
恢
撰
「
三
陸
先
生
祠
堂
記
」）
／
五
三
〇
頁

こ
れ
ら
は
包
恢
自
身
の
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
に
陸
九
淵
の
こ
と
ば
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
文
章
か

ら
窺
え
る
の
は
、
誰
し
も
が
持
つ
心
や
理
は
、
誰
で
あ
っ
て
も
論
じ
て
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
学
閥
党
派
に
よ
る
独
占
が
な
さ
れ
る

余
地
は
な
い
と
い
う
陸
九
淵
（
お
よ
び
そ
れ
を
好
ん
で
引
用
す
る
包
恢
）
の
主
張
で
あ
る
。

　続
い
て
袁
甫
は
、
甬
上
四
先
生
と
称
さ
れ
る
陸
九
淵
の
高
弟
の
一
人
、
袁
燮
（
絜
斎
、
一
一
四
四
〜
一
二
二
四
）
の
三
男
で
あ
り
、
歴

史
上
、
嘉
定
七
年
（
一
二
一
四
）
の
科
挙
試
験
を
状
元
で
突
破
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
ま
た
思
想
分
野
に
お
い
て
は
、

近
ご
ろ
模
範
と
し
て
仰
が
れ
る
師
は
、
張

（
南
軒
、
宣
公
）、
朱
熹
（
晦
庵
、
文
公
）、
呂
祖
謙
（
東
萊
、
成
公
）、
陸
九
淵
（
象
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山
、
文
安
公
）
の
四
先
生
で
あ
る
が
、
…
…
そ
も
そ
も
（
四
先
生
の
）
道
は
一
つ
で
あ
る
。〔
近
代
師
表
如
南
軒
張
宣
公
、
晦
庵
朱

文
公
、
東
萊
呂
成
公
、
象
山
陸
文
安
公
四
先
生
、
…
…
夫
道
一
而
已
。〕『
蒙
斎
集
』
巻
一
四
、「

県
学
乾
淳
四
先
生
祠
記
」
／
一

六
葉
表

と
、
朱
熹
、
張

、
呂
祖
謙
と
と
も
に
陸
九
淵
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
四
先
生
の
道
が
一
つ
で
あ
る
と
、「
朱
陸
（
張
呂
）
折
衷
」
と
で
も
い

う
べ
き
提
言
を
残
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　さ
て
右
に
あ
げ
た
「

県
学
乾
淳
四
先
生
祠
記
」
に
続
く
箇
所
で
、
袁
甫
も
ま
た
、
陸
九
淵
の
こ
と
ば
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

四
先
生
に
二
つ
の
道
は
な
い
の
だ
が
、
学
ぶ
者
た
ち
が
仰
ぐ
師
は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
た
め
隔
壁
が
設
け
ら
れ
、
境
界
で
分
け
ら
れ

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
自
ら
に
切
実
な
実
学
、
忠
君
孝
親
の
実
心
、
経
国
済
世
の
実
用
が
切
り
離
さ
れ
て
、
や
り
遂
げ
ら
れ
な
い
の
は
、

か
え
っ
て
漢
代
の
儒
者
よ
り
も
ひ
ど
く
、
悲
し
む
べ
き
で
あ
る
。
…
…
四
先
生
が
と
も
に
切
磋
す
る
に
い
た
っ
て
は
、
も
と
よ
り
か

り
そ
め
に
同
調
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
道
に
終
着
は
な
く
、
学
に
停
止
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
っ
そ
う
弁
論
し
、「
一

是
之
地
」（
一
致
点
）
に
辿
り
着
く
よ
う
求
め
て
い
く
。
こ
れ
が
善
に
従
い
義
に
服
す
る
公
心
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
後
学
が
軽
々

し
く
議
論
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。〔
四
先
生
無
二
道
、
而
学
者
師
承
多
異
、
于
是
藩
牆
立
、
畛
域
分
。
所
謂
切
己
之
実
学
、
忠
君

孝
親
之
実
心
、
経
国
済
世
之
実
用
、
睽
離
乖
隔
、
不
能
会
帰
有
極
、
反
甚
于
漢
儒
、
可
悲
也
。
…
…
若
夫
四
先
生
之
自
相
切
磋
、
則

固
有
不
苟
同
者
矣
。
正
以
道
無
終
窮
、
学
無
止
法
、
更
相
問
弁
、
以
求
帰
于
一
是
之
地
。
是
乃
従
善
服
義
之
公
心
、
尤
非
後
学
之
所

可
軽
議
也
。〕
同
前
／
一
六
葉
裏

こ
こ
で
袁
甫
は
、
四
先
生
た
ち
が
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
彼
ら
が
そ
う
す
る
こ
と
で
「
一
是
之

地
」（
一
致
点
）
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
と
指
摘
す
る
。
こ
の
「
一
是
之
地
」
と
い
う
語
は
、
前
述
し
た
「
無
極
太
極
」
論
争
の
只
中
に
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お
い
て
、
陸
九
淵
が
朱
熹
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
に
は
い
ず
れ
も
決
ま
っ
た
師
が
お
ら
ず
、
多
く
の
こ
と
ば
が
入
り
乱
れ
る
中
を
め
ぐ
り
、
ふ
る
ま
い
立
ち
ま
わ
っ
て
い
る
。

自
ら
理
は
す
っ
か
り
明
ら
か
だ
と
い
っ
て
も
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
私
見
や
蔽
説
で
な
い
と
分
か
る
で
あ
ろ
う
か
。
付
和
雷
同
し
て
追

従
し
、
一
人
の
呼
び
か
け
に
多
く
の
人
々
が
応
じ
て
、
そ
の
非
を
知
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
非
常
に
恐
る
べ
き
で
あ
る
。
何

と
（
私
た
ち
に
は
）
幸
い
に
も
互
い
に
疑
い
が
あ
り
、
合
意
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
同
志
と
し
て
各
々
が
、
ま
さ
に
思
う
と
こ
ろ

を
説
き
尽
く
し
、
努
め
て
切
磋
し
て
、「
一
是
之
地
」（
一
致
点
）
に
帰
着
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。〔
吾
人
皆
無
常
師
、
周
旋
於
群

言
淆
乱
之
中
、
俯
仰
参
求
、
雖
自
謂
其
理
已
明
、
安
知
非
私
見
蔽
説
、
若
雷
同
相
従
、
一
唱
百
和
、
莫
知
其
非
、
此
所
甚
可
懼
也
。

何
幸
而
有
相
疑
不
合
、
在
同
志
之
間
、
正
宜
各
尽
所
懐
、
力
相
切
磋
、
期
歸
于
一
是
之
地
。〕『
象
山
全
集
』
巻
二
、「
与
朱
元
晦
」

二
／
二
六
頁

「
一
是
之
地
」
と
い
う
語
は
、
同
時
代
の
文
献
中
に
は
ほ
と
ん
ど
用
例
が
な
い
う
え
、
こ
こ
で
雷
同
追
従
を
警
戒
し
つ
つ
、
見
解
の
異
な

る
者
同
士
の
切
磋
琢
磨
を
勧
め
て
い
る
点
は
、
先
の
袁
甫
の
文
章
と
一
貫
し
て
い
る
。
袁
甫
は
、
こ
の
陸
九
淵
の
書
簡
を
踏
ま
え
て
、

「

県
学
乾
淳
四
先
生
祠
記
」
を
執
筆
し
た
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　さ
て
以
上
で
包
恢
、
袁
甫
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
包
恢
は
、
陸
九
淵
の
こ
と
ば
を
も
と
に
、
学
問
の
党
派
性
を
退
け

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
身
が
陸
門
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
薄
ら
い
で
、
結
果
と
し
て
朱
熹
の
学
を
、
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
る
余
地

が
生
じ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
袁
甫
は
、
陸
九
淵
の
い
う
「
一
是
之
地
」
の
語
に
着
目
し
、
学
ぶ
者
た
ち
の
積
極
的
な
交
流
を
求
め

て
い
た
。
袁
甫
の
「
朱
陸
（
張
呂
）
折
衷
」
の
提
言
は
、
ま
さ
に
陸
九
淵
の
朱
熹
宛
て
の
書
簡
に
見
え
る
「
一
是
之
地
」
と
い
う
発
想
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　福
谷
氏
は
、
前
述
の
通
り
、
陸
九
淵
が
、
自
説
以
外
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
朱
熹
の
学
問
的
態
度
、
政
治
的
姿
勢
に
対
し
て
疑
義
を
呈
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し
て
、
学
閥
党
派
の
解
消
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
南
宋
後
期
に
な
る
と
、
こ
の
学
閥
党
派
の
解
消
と
い
う
陸
九
淵
の

朱
熹
批
判
は
、
か
え
っ
て
「
朱
陸
折
衷
」
と
い
う
方
向
性
を
帯
び
て
、
再
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

3

　南
宋
後
期
に
お
け
る
陸
九
淵
著
作
の
刊
行

　以
上
の
よ
う
に
、
包
恢
に
し
ろ
袁
甫
に
し
ろ
、
陸
九
淵
自
身
の
こ
と
ば
を
も
と
に
、「
朱
陸
折
衷
」
論
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
袁
甫
は
、
陸
九
淵
の
朱
熹
宛
て
の
書
簡
に
見
え
る
「
一
是
之
地
」
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
ま
た
包
恢
は
、
さ
ら
に
多
く
の
文
章
か

ら
、
陸
九
淵
の
思
想
の
中
に
、
党
派
解
消
と
い
う
方
向
性
が
あ
る
こ
と
見
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
お
そ
ら
く
、
陸
九
淵
に
直

接
師
事
し
た
わ
け
で
な
い
が
、
か
え
っ
て
そ
の
著
作
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
陸
九
淵
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

　さ
て
こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
当
時
に
お
け
る
、
陸
九
淵
の
著
作
の
出
版
状
況
で
あ
る）

3
（

。
い
ま
陸
九
淵
の
文
章
は
、『
象
山
全

集
』
三
六
巻
と
し
て
伝
わ
る
が
、
も
と
『
文
集
』
三
二
巻
の
ほ
か
、『
語
録
』、『
年
譜
』
が
そ
れ
ぞ
れ
単
行
さ
れ
て
い
た）

4
（

。
そ
の
う
ち
ま

ず
世
に
出
た
の
が
『
文
集
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
陸
九
淵
の
死
後
ほ
ど
な
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
年
譜
』
嘉
定
五
年
（
一

二
一
二
）
の
条
に
、

九
月
戊
申
の
日
に
、
江
西
提
挙
袁
燮
が
陸
九
淵
先
生
の
文
集
を
刊
行
し
て
、
自
ら
序
を
記
し
た
。〔
九
月
戊
申
、
江
西
提
挙
袁
燮
刊

先
生
文
集
、
自
為
序
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
嘉
定
五
年
／
五
一
九
頁

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
、
袁
甫
の
父
、
袁
燮
の
は
た
ら
き
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
『
文
集
』
は
、
袁
燮
自
身
の
序
に
、

陸
先
生
の
ご
子
息
で
あ
る
陸
持
之
（
伯
微
）
が
（
先
生
の
文
章
を
）
集
め
て
増
補
し
て
、
合
わ
せ
て
三
十
二
巻
と
し
た
。
い
ま
こ
れ
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を
倉
司
に
刊
行
す
る
。〔
先
生
之
子
持
之
伯
微
裒
而
益
之
、
合
三
十
二
巻
、
今
為
刊
于
倉
司
。〕『
象
山
全
集
』
序
（
ま
た
『
絜
斎
集
』

巻
八
、「
象
山
先
生
文
集
序
」）
／
五
三
七
頁

と
あ
る
よ
う
に
、
陸
九
淵
の
長
子
、
陸
持
之
（
伯
微
、
一
一
七
一
〜
一
二
二
五
）
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
袁
甫
も

ま
た
、
の
ち
に
父
の
袁
燮
に
倣
っ
て
、
陸
九
淵
の
『
文
集
』
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

冬
十
月
己
未
の
日
、
袁
甫
が
陸
先
生
の
文
集
を
刊
行
し
た
。（
そ
の
序
の
）
大
略
、「
陸
（
象
山
）
先
生
の
文
集
は
、
以
前
、
先
君
子

（
で
あ
る
父
の
袁
燮
）
が
江
右
の
地
に
刊
行
し
た
。
そ
こ
で
甫わ

た
し

は
江
左
の
地
に
象
山
書
院
を
新
築
し
、
ま
た
旧
本
に
倣
っ
て
刊
行
し
、

後
学
の
恵
み
と
し
た
。」〔
冬
十
月
己
未
、
袁
甫
刊
先
生
文
集
。
略
云
、
象
山
先
生
文
集
、
先
君
子
嘗
刊
于
江
右
。
甫
将
指
江
左
、
新

建
象
山
書
院
、
復
摸
旧
本
、
以
恵
後
学
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
紹
定
四
年
／
五
二
二
頁

こ
れ
は
『
年
譜
』
紹
定
四
年
（
一
二
三
一
）
の
記
事
で
あ
る
が
、
袁
甫
は
こ
の
年
、
江
西
貴
渓
の
象
山
書
院
で
『
文
集
』
を
刊
行
し
た
と

い
う
。
そ
し
て
こ
の
刊
本
は
、「
復
た
旧
本
を
摸ま

ぬ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
先
君
子
」、
す
な
わ
ち
父
袁
燮
の
手
に
よ
る
刊
本
（
＝
陸
持

之
の
編
纂
本
）
に
依
拠
し
た
重
刊
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
袁
燮
、
袁
甫
父
子
は
、
陸
九
淵
の
『
文

集
』
刊
行
に
か
か
わ
る
重
要
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　一
方
、
包
揚
、
包
恢
父
子
は
直
接
、
陸
九
淵
の
『
文
集
』
刊
行
に
は
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
前
述
の
と
お

り
、
包
揚
は
陸
九
淵
の
『
語
録
』
記
録
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
か
つ
て
彼
に
師
事
し
た
李
溥
な
る

人
物
も
ま
た
注
目
に
値
す
る
。

　李
溥
（
一
一
六
七
〜
一
二
四
三
）
は
、
字
は
子
原
（
ま
た
子
源
、
子
愿
）、
江
西

江
の
人
。
自
ら
牧
坡
と
号
し
、
世
に
隠
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
死
に
際
し
て
は
、
包
恢
が
墓
誌
銘
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
こ
に
、

江
西

江
に
、
自
ら
牧
坡
と
号
す
る
者
が
い
た
。
姓
を
李
、
諱
を
溥
、
字
を
子
源
と
い
い
、
隠
者
で
あ
っ
た
。
…
…
は
じ
め
郷
里
の
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一
〇

包
揚
（
克
堂
）
に
従
学
し
た
。
…
…
あ
る
日
突
然
、
穏
や
か
に
逝
去
し
た
が
、
そ
れ
は
寿
命
が
尽
き
る
の
を
予
知
し
て
い
る
か
の
如

く
で
あ
っ
た
。
と
き
に
淳
祐
三
年
（
一
二
四
三
）
五
月
一
日
、
享
年
七
七
。（
逝
去
の
知
ら
せ
を
）
聞
い
た
も
の
で
、
悲
し
ま
な
い

も
の
は
な
か
っ
た
。〔

江
有
自
号
曰
牧
坡
者
、
姓
李
、
諱
溥
、
字
子
源
、
隠
君
也
。
…
…
始
従
郷
之
克
堂
包
公
遊
。
…
…
一
日
忽

悠
然
而
逝
、
庶
幾
乎
考
終
命
者
。
時
淳
祐
癸
卯
五
月
一
日
也
、
歳
年
七
十
有
七
、
聞
者
孰
不
傷
之
。〕『
敝
帚
稿
略
』
巻
六
、「
李
牧

坡
墓
誌
銘
」
／
一
七
葉
裏

と
あ
る
。
さ
ら
に
李
溥
は
、
陸
九
淵
の
『
年
譜
』
編
纂
者
と
目
さ
れ
る
人
物
で
も
あ
る）

5
（

。
包
恢
は
、『
年
譜
』
刊
行
に
あ
た
っ
て
そ
の
序

を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
『
年
譜
』
編
者
と
し
て
、
李
溥
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

江
西
金
谿
の
李
溥
（
子
原
）
が
、
そ
の
淵
源
に
遡
っ
て
編
集
し
た
年
譜
は
、
ほ
ぼ
不
備
は
な
か
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
長
き
に

わ
た
り
上
梓
し
て
世
に
伝
え
る
も
の
が
い
な
か
っ
た
。
今
年
（
宝
祐
四
年
／
一
二
五
六
）
の
秋
、
江
西
臨
川
の
謝
奕
楙
が
、
こ
の
年

譜
を
目
に
す
る
や
奮
い
立
ち
、
赴
任
先
の
（
江
西
撫
州
の
）
居
所
に
て
刊
刻
し
、（
年
譜
が
な
い
と
い
う
）
拠
り
ど
こ
ろ
の
欠
を
補

っ
て
、『
文
集
』
と
併
せ
て
刊
行
し
た
。
学
ぶ
者
た
ち
が
閲
読
し
、
あ
り
あ
り
と
（
陸
先
生
の
）
平
生
の
様
子
を
う
か
が
い
、
親
し

く
接
し
て
感
化
を
受
け
る
が
ご
と
く
に
し
え
た
こ
と
は
（
大
益
で
あ
っ
て
）、（『
孟
子
』
尽
心
上
に
い
わ
ゆ
る
）「
豈
に
之
を
小
補
と

曰
は
ん
や
」
で
あ
る
。〔
有
金
谿
李
君
子
原
遡
其
淵
源
、
緝
而
成
編
、
粗
若
明
備
、
恨
久
而
未
有
鋟
梓
以
伝
者
。
今
年
秋
、
臨
川
謝

使
君
奕
楙
一
見
而
慨
然
刻
之
郡
斎
、
以
補
其
缺
典
、
以
与
文
集
並
行
、
使
学
者
得
而
観
之
、
猶
髣
髴
如
見
其
平
生
而
親
炙
之
、
豈
曰

小
補
之
哉
。〕『
敝
帚
稿
略
』
巻
三
、「
象
山
先
生
年
譜
序
」
／
一
葉
表

こ
の
よ
う
に
、
陸
九
淵
『
年
譜
』
の
刊
行
者
は
、
直
接
的
に
は
、
江
西
臨
川
の
謝
奕
楙
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
刊
行
の
背
景
に
は
、
父
包

揚
の
門
下
に
あ
っ
た
李
溥
の
業
績
を
伝
承
し
よ
う
と
す
る
包
恢
の
意
図
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
現
行
の
『
年
譜
』（『
象
山

全
集
』
巻
三
六
）
巻
末
に
は
、
包
恢
が
著
し
た
長
大
な
「
三
陸
先
生
祠
堂
記
」
な
る
文
章
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
『
年
譜
』
の
実
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一

質
的
な
跋
文
で
あ
る
と
見
な
し
う
る
こ
と
も
附
言
し
て
お
き
た
い
。

　以
上
の
ご
と
く
袁
甫
、
包
恢
は
い
ず
れ
も
、
陸
九
淵
の
著
作
刊
行
に
、
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
彼
ら
が
、
日
々
陸
九
淵
の
著
作
に
触
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
陸
九
淵
の
思
想
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

4

　銭
時
の
陸
九
淵
思
想
の
受
容

　さ
て
本
稿
で
は
、
清
代
の
陸
学
顕
彰
者
、
李

の
「
陸
子
再
伝
の
士
、
名
人
甚
だ
衆
き
も
、
陸
学
を
発
明
す
る
は
、
包
文
肅
、
袁
正
肅

二
公
の
若
し
」（『
陸
子
学
譜
』
巻
一
六
、「
門
人
」
上
）
の
一
節
に
基
づ
き
、
包
恢
（
文
肅
）、
袁
甫
（
正
肅
）
両
人
に
着
目
し
て
き
た
。

け
れ
ど
も
従
来
の
研
究
で
は
、
当
時
の
「
朱
陸
折
衷
」
論
者
の
代
表
格
と
し
て
、
ま
ず
は
銭
時
（
融
堂
、
一
一
七
五
〜
一
二
四
四
）
を
挙

げ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　銭
時
は
、
い
わ
ゆ
る
甬
上
四
先
生
の
一
人
、
楊
簡
の
弟
子
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の
事
績
に
つ
い
て
は
、『
宋
史
』
巻
四
〇
七
（
三

五
・
一
二
二
九
二
頁
）
所
載
の
本
伝
（
楊
簡
の
伝
に
附
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
に
詳
し
い
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
が
紹
定
五
年

（
一
二
三
二
）、
象
山
書
院
の
堂
長
に
抜
擢
さ
れ
た
人
物
で
も
あ
る）

6
（

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
銭
時
に
つ
い
て
、
か
つ
て
専
論
を
著
し
た

石
田
和
夫
氏
は
、
銭
時
を
「
楊
慈
湖
以
降
の
陸
学
内
部
に
於
る
中
心
的
存
在
」（「
銭
融
堂
に
つ
い
て

　陸
学
伝
承
の
一
形
態
」
／
『
中
国

哲
学
論
集
』
二
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
、
五
八
頁
）
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　そ
れ
で
は
銭
時
も
ま
た
、
包
恢
や
袁
甫
と
同
様
に
、
陸
九
淵
の
著
作
を
読
み
込
ん
で
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
銭
時
の
著
作
は
多

い
が
、
主
著
と
し
て
現
存
す
る
も
の
に
『
融
堂
四
書
管
見
』（
こ
の
「
四
書
」
は
『
論
語
』、『
古
文
孝
経
』、『
大
学
』、『
中
庸
』
を
指
す
）、
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一
二

『
融
堂
書
解
』
な
ど
の
経
書
の
注
釈
書
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
陸
九
淵
も
、『
象
山
全
集
』
巻
二
一
「
雑
著
」、
同
巻
三
二
「
拾
遺
」
な

ど
で
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
経
文
に
注
解
を
附
し
て
い
る
。
以
下
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
銭
時
の
陸
九
淵
思
想
の
受
容
の

実
態
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　ま
ず
は
、『
論
語
』
里
仁
「
苟
く
も
仁
に
志
せ
ば
、
悪
し
き
こ
と
無
き
な
り
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
陸
九
淵
は
、

悪
し
き
こ
と
と
過
ち
は
同
じ
で
な
い
。
悪
し
き
こ
と
は
す
ぐ
さ
ま
免
れ
ら
れ
る
が
、
過
ち
は
す
ぐ
さ
ま
免
れ
ら
れ
な
い
。

伯
玉
の

よ
う
な
賢
者
で
あ
っ
て
も
、「
其
の
過
ち
を
寡
く
せ
ん
と
欲
す
る
も
未
だ
能
は
ず
」（『
論
語
』
憲
問
）
で
あ
っ
た
。
孔
夫
子
の
よ
う

な
聖
人
で
さ
え
も
、「
我
に
数
年
を
加
へ
、
五
十
に
し
て
易
を
学
べ
ば
、
以
て
大
過
無
か
る
べ
し
」（『
論
語
』
述
而
）
と
い
っ
た
。

ま
し
て
や
学
ぶ
者
が
、
に
わ
か
に
過
ち
な
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
よ
う
か
。
邪
悪
の
あ
り
か
に
つ
い
て
は
、
君
子
が
と
り
わ
け
悩
む
と

こ
ろ
で
あ
り
、
わ
ず
か
も
存
し
て
、
少
し
も
犯
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
一
た
び
仁
に
志
せ
ば
、
こ
の
悪
は
消
え

失
せ
る
の
で
あ
る
。〔
悪
与
過
不
同
、
悪
可
以
遽
免
、
過
不
可
以
遽
免
。
賢
如

伯
玉
、
欲
寡
其
過
而
未
能
。
聖
如
夫
子
、
猶
曰
、

加
我
数
年
、
五
十
而
学
易
、
可
以
無
大
過
矣
。
况
於
学
者
豈
可
遽
責
其
無
過
哉
。
至
於
邪
悪
所
在
、
則
君
子
之
所
甚
疾
、
是
不
可
毫

髪
存
而
斯
須
犯
者
也
。
苟
一
旦
而
志
於
仁
、
斯
無
是
矣
。〕『
象
山
全
集
』
巻
二
一
、「
論
語
説
」
／
二
六
三
頁

と
、「
悪
（
悪
し
き
こ
と
）」
を
「
過
（
過
ち
）」
と
対
比
し
た
う
え
で
、「
過
」
よ
り
も
容
易
に
回
避
し
う
る
「
悪
」
へ
の
対
処
法
と
し
て

「
仁
」
を
説
く
。
そ
れ
に
対
し
て
銭
時
は
、

人
の
向
か
う
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
志
を
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。
も
し
も
仁
に
志
せ
ば
、
時
々
刻
々
と
仁
に
あ
り
、
自
ず
と
悪
は
消
え

失
せ
る
。〔
人
之
趨
向
、
全
在
立
志
。
苟
志
於
仁
、
即
念
念
在
仁
矣
、
自
然
無
悪
。〕『
融
堂
四
書
管
見
』
巻
二
、
論
語
・
里
仁
第
四

／
一
〇
葉
裏

と
あ
る
の
み
で
、
陸
九
淵
が
紙
幅
を
割
い
た
「
過
」
に
つ
い
て
、
一
切
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
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　ま
た
『
論
語
』
学
而
や
子
罕
に
見
え
る
「
忠
信
を
主
と
し
、
己
れ
に
如
か
ざ
る
者
を
友
と
す
る
こ
と
無
か
れ
」
云
々
に
つ
い
て
、
陸
九

淵
は
、忠

と
は
何
か
、
欺
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
信
と
は
何
か
、
妄
り
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
欺
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
人
は
ど
こ
へ
い
っ

て
も
忠
で
あ
り
、
妄
り
で
な
け
れ
ば
、
人
は
ど
こ
へ
い
っ
て
も
信
で
あ
る
。〔
忠
者
何
、
不
欺
之
謂
也
。
信
者
何
、
不
妄
之
謂
也
。

人
而
不
欺
、
何
往
而
非
忠
。
人
而
不
妄
、
何
往
而
非
信
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
二
、「
主
忠
信
」
／
三
七
四
頁

と
、「
忠
」「
信
」
両
字
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
不
欺
（
欺
か
ず
）」、「
不
妄
（
妄
り
な
ら
ず
）」
と
、
明
確
な
定
義
を
下
し
て
い
る
。
し

か
し
銭
時
は
、

人
の
心
に
は
、
各
々
主
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
忠
信
を
主
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
立
徳
の
本
で
あ
る
。
一
た
び
主
と
す
る
と

こ
ろ
を
失
え
ば
、
勝
手
に
流
れ
て
突
っ
走
り
、
そ
の
損
害
は
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
と
な
る
。〔
人
之
心
、
固
各
有
所
主
也
。
惟
主
於

忠
信
、
方
是
立
徳
之
本
。
一
失
所
主
、
横
流
奔
放
、
其
禍
有
不
可
勝
言
者
。〕『
融
堂
四
書
管
見
』
巻
五
、
子
罕
第
九
／
九
葉
表

「
忠
信
を
主
と
す
」
以
下
は
、
学
ぶ
方
法
で
あ
る
。
主
と
す
る
と
こ
ろ
が
忠
信
で
あ
っ
て
、
大
本
が
立
つ
の
で
あ
る
。〔
主
忠
信
而
下
、

所
以
学
也
。
所
主
者
忠
信
、
大
本
立
矣
。〕『
融
堂
四
書
管
見
』
巻
一
、
論
語
・
学
而
第
一
／
四
葉
裏

と
、
陸
九
淵
の
呈
す
る
「
忠
」「
信
」
両
者
の
字
義
を
採
っ
て
い
な
い
。

　さ
ら
に
、『
尚
書
』
大
禹
謨
に
い
わ
ゆ
る
「
人
心
」「
道
心
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
も
、
陸
九
淵
は
、

「
人
心
」
の
危
さ
は
、「
念
ふ
罔
し
」
か
「
克
く
念
ふ
」
か
、「
狂
と
為
（
作
）
る
」
か
「
聖
と
為
（
作
）
る
」
か
が
分
か
れ
目
で
あ

る
。「
道
心
」
の
微
か
な
る
こ
と
は
、
無
声
無
臭
で
あ
る
が
、
そ
の
得
失
と
し
て
、
自
ら
の
う
ち
に
な
い
も
の
は
な
い
。〔
人
心
之
危
、

罔
念
克
念
、
為
狂
為
聖
、
由
是
而
分
。
道
心
之
微
、
無
声
無
臭
、
其
得
其
失
、
莫
不
自
我
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
二
、「
人
心
惟
危

道
心
惟
微
惟
精
惟
一
允
執
厥
中
」
／
三
七
八
頁
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一
四

と
、『
尚
書
』
多
方
の
一
節
「
惟
れ
聖
も
念
ふ
罔
け
れ
ば
狂
と
作
り
、
惟
れ
狂
も
克
く
念
へ
ば
聖
と
作
る
」
を
も
っ
て
解
釈
す
る
が
、
銭

時
は
、意

に
動
い
て
人
為
と
な
っ
た
も
の
を
「
人
心
」
と
い
う
。
意
に
動
い
た
も
の
が
「
人
心
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
本
心
」
こ
そ
が
道
で

あ
る
と
分
か
る
。
こ
れ
を
「
道
心
」
と
い
う
。〔
動
乎
意
入
于
人
偽
、
謂
之
人
心
。
動
乎
意
者
為
人
心
、
則
知
本
心
之
即
道
也
、
謂

之
道
心
。〕『
融
堂
書
解
』
巻
二
、
大
禹
謨
／
一
一
葉
表

と
、「
意
に
動
く
者
」
を
「
人
心
」
と
解
す
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
銭
時
の
師
で
あ
る
楊
簡
の
、

『
尚
書
』
に
「
人
心
惟
れ
危
し
」
と
あ
る
。
意
を
起
こ
す
こ
と
が
「
人
心
」
で
あ
る
。〔
書
云
、
人
心
惟
危
。
起
意
為
人
心
。〕『
慈
湖

遺
書
』
巻
一
三
、「
論
中
庸
」
／
八
・
二
一
六
〇
頁

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
不
起
意
」
説）

7
（

に
基
づ
く
「
人
心
」
解
釈
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
銭
時
は
、
楊
簡
が
こ
と
さ
ら
に
重

視
し
た
『
孔
叢
子
』
記
問
の
一
節
、「
心
の
精
神
是
を
聖
と
謂
ふ）

8
（

」
に
つ
い
て
、

孔
子
は
「
心
の
精
神
是
を
聖
と
謂
ふ
」
と
い
っ
た
。
心
は
も
と
よ
り
神
聖
で
、
も
と
よ
り
貫
通
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
ど
う
し
て
「
作
（
作
す
こ
と
）」
を
俟
つ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。〔
孔
子
曰
、
心
之
精
神
是
謂
聖
。
心
本
自
聖
、
本
無
所
不
通
、

顧
何
俟
于
作
哉
。〕『
融
堂
書
解
』
巻
一
〇
、
洪
範
／
八
葉
表

孔
夫
子
は
「
心
の
精
神
是
を
聖
と
謂
ふ
」
と
い
っ
た
。
本
心
は
も
と
よ
り
神
聖
、
も
と
よ
り
霊
妙
に
し
て
、
生
ま
れ
て
人
と
な
る
も
、

死
し
て
鬼
神
と
な
る
も
一
な
る
も
の
で
あ
る
。
形
は
な
く
と
も
見
え
、
声
は
な
く
と
も
聞
こ
え
る
も
の
で
あ
る
。〔
夫
子
曰
、
心
之

精
神
是
謂
聖
。
本
心
本
聖
、
本
心
本
霊
、
生
而
為
人
、
死
為
鬼
神
一
也
。
無
形
之
可
見
者
、
無
声
之
可
聞
也
。〕『
融
堂
四
書
管
見
』

巻
一
三
、
中
庸
・
第
一
六
章
／
一
八
葉
表

な
ど
と
、
そ
の
著
作
の
随
所
で
繰
り
返
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
銭
時
は
、
陸
九
淵
そ
の
人
よ
り
も
、
む
し
ろ
楊
簡
の
思
想
を
継
承
し
て
い
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五

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　以
上
『
融
堂
四
書
管
見
』、『
融
堂
書
解
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の
他
、
銭
時
の
著
作
と
し
て
、
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
に

論
断
を
加
え
た
『
両
漢
筆
記
』、
お
よ
び
文
集
『
蜀
阜
存
稿
』
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
後
者
は
、
長
く
佚
書
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
中
国

大
陸
で
偶
然
発
見
さ
れ
、
い
ま
『
宋
集
珍
本
叢
刊
』（
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）
に
そ
の
影
印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
全

宋
文
』（
上
海
辞
書
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）
に
も
活
字
化
の
う
え
採
録
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
『
蜀
阜
存
稿
』

に
お
い
て
も
、
陸
九
淵
そ
の
人
の
思
想
に
つ
い
て
直
接
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
例
え
ば
、

陸
九
淵
（
象
山
）
先
師
は
、
義
と
利
の
両
者
を
明
ら
か
に
し
、
ひ
た
す
ら
志
を
弁
ず
る
こ
と
に
努
め
た
。
こ
れ
こ
そ
是
非
の
判
で
あ

り
、
善
悪
の
別
で
あ
り
、
君
子
小
人
の
分
か
れ
目
の
要
で
あ
り
、
慎
ま
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
。〔
象
山
先
師
講
明
義
利
両
途
、
独

拳
拳
乎
辨
志
、
此
正
是
非
之
判
、
善
悪
之
別
、
而
君
子
小
人
発
軔
之
枢
機
、
可
不
謹
歟
。〕『
蜀
阜
存
稿
』
巻
三
、「
辨
志
軒
記
」
／

二
八
葉
表

な
ど
と
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
義
」「
利
」
両
者
の
弁
別
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
陸
九
淵
が
と
り
わ
け

重
視
し
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
淳
熙
八
年
（
一
一
八
一
）、
朱
陸
二
度
目
の
面
会
と
し
て
知
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
南

康
会
見
に
お
い
て
、
陸
九
淵
が
『
論
語
』
里
仁
「
君
子
は
義
に
喩
り
、
小
人
は
利
に
喩
る
」
章
の
講
義
を
行
っ
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て

い
る
（『
象
山
全
集
』
巻
二
三
、「
白
鹿
洞
書
院
論
語
講
義
」
／
二
七
五
頁
）。
し
か
し
銭
時
は
、『
融
堂
四
書
管
見
』
当
該
章
の
注
釈
箇
所

に
お
い
て
、
陸
九
淵
の
名
や
こ
と
ば
を
挙
げ
な
い
ば
か
り
か
、

「
喩
る
」
と
は
、
深
く
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
し
、
深
く
そ
の
味
わ
い
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
不
幸
に
し
て
、
志
の
向
か
う
と
こ
ろ
が

誤
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
喩
っ
た
の
ち
は
如
何
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
桑
弘
羊
の
徒
な
ど
が
、（
利
を
）
計
る
こ
と
に
か
ん
し
て
は
僅

か
も
疎
か
に
せ
ず
、
死
に
至
ろ
う
と
も
後
悔
し
な
か
っ
た
の
は
、
憐
れ
む
べ
き
で
あ
る
。〔
喩
者
、
深
明
其
旨
、
深
知
其
味
者
也
。
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六

不
幸
志
趣
一
差
到
、
喩
後
如
何
住
得
。
桑
弘
羊
之
徒
、
筭
析
秋
毫
、
至
死
不
悔
、
可
怜
也
已
。〕『
融
堂
四
書
管
見
』
巻
二
、
里
仁
第

四
／
一
四
葉
表

と
、
淡
白
な
注
解
を
施
す
の
み
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
銭
時
は
、
包
恢
や
袁
甫
と
は
異
な
り
、
陸
九
淵
の
著
作
を
読
み
込
ん
で
い
た
形

跡
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
銭
時
が
尊
崇
し
て
い
た
の
は
師
の
楊
簡
の
み
で
あ
り
、
そ
の
楊
簡
の
師
に
あ
た
る
陸
九
淵
に
は
、
さ
ほ
ど

の
関
心
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

5

　む
す
び
に
代
え
て
│
│
南
宋
後
期
陸
学
に
お
け
る
楊
簡
の
位
置

　さ
て
最
後
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
当
時
の
陸
学
内
部
に
お
け
る
楊
簡
の
位
置
で
あ
る
。
楊
簡
は
明
代
以
降
、
陸
学
の
後
継
者
と

し
て
、
陸
九
淵
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た）

9
（

が
、
そ
れ
で
は
果
た
し
て
、
当
時
に
お
い
て
も
楊
簡
は
、
陸
学
の

中
心
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
次
の
『
年
譜
』
紹
定
四
年
（
一
二
三
一
）
の

記
事
で
あ
る
。

紹
定
四
年
辛
卯
の
年
、
夏
六
月
己
亥
の
日
、
江
東
提
刑
袁
甫
（
広
微
）
が
象
山
書
院
を
貴
渓
徐
巌
の
地
に
建
て
、
象
山
先
生
の
祠
堂

に
、
楊
簡
（
敬
仲
）、
袁
燮
（
和
叔
）
を
併
せ
祀
る
こ
と
を
申
し
出
た
。〔
紹
定
四
年
辛
卯
、
夏
六
月
己
亥
、
江
東
提
刑
袁
甫
広
微
奏

建
象
山
書
院
于
貴
渓
之
徐
巌
、
先
生
祠
、
侑
以
楊
敬
仲
、
袁
和
叔
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
紹
定
四
年
／
五
二
二
頁

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
袁
甫
が
象
山
書
院
を
創
建
し
た
と
き
、
そ
こ
に
併
設
さ
れ
た
祠
堂
に
お
い
て
楊
簡
、
袁
燮
が
併
祀
さ
れ
た
と
い
う
。
袁

甫
の
父
袁
燮
は
、
楊
簡
と
同
門
、
か
つ
浙
江
明
州
の
同
郷
（
袁
燮
は

県
、
楊
簡
は
慈
渓
の
人
）
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
両
者
が
併
祀

の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
な
る
ほ
ど
頷
け
る
こ
と
で
あ
る
。
袁
甫
は
ま
た
、
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七

あ
あ
、
楊
先
生
の
学
問
は
、
先
聖
を
師
と
し
、
陸
九
淵
（
象
山
）
先
生
を
師
と
し
て
い
た
。〔
嗚
呼
、
先
生
之
学
師
先
聖
、
師
象
山

先
生
。〕『
蒙
斎
集
』
巻
一
五
、「
書
慈
湖
遺
稿
」
／
一
八
葉
裏

と
、
た
し
か
に
楊
簡
を
、
陸
九
淵
の
門
弟
と
位
置
づ
け
、
そ
の
系
譜
を
明
確
に
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　け
れ
ど
も
包
恢
を
は
じ
め
と
す
る
槐
堂
諸
儒
の
末
裔
、
す
な
わ
ち
当
時
の
江
西
陸
学
の
後
継
た
ち
は
、
楊
簡
に
対
し
て
、
そ
れ
と
は
異

な
る
想
い
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
淳
祐
一
一
年
（
一
二
五
一
）、
包
恢
は
三
陸
先
生
、
す
な
わ
ち
陸
九
淵
と
そ
の
兄
陸
九
韶
、
陸

九
齢
の
祠
堂
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

（
三
陸
先
生
の
）
下
座
に
は
袁
燮
を
従
祀
し
た
が
、
そ
れ
は
先
生
た
ち
の
学
を
お
さ
め
、
か
つ
て
こ
の
国
の
倉
部
司
を
つ
と
め
、
ま

た
道
を
教
え
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
い
で
傅
子
雲
を
従
祀
し
た
が
、
そ
れ
は
先
生
た
ち
に
嘱
望
さ
れ
て
、
か
つ
て
こ
の
学
を
正
し
、

ま
た
後
進
の
手
本
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。〔
左
侑
以
袁
公
燮
、
以
其
為
先
生
之
学
、
而
嘗
司
庾
是
邦
、
且
教
行
於
一
道
。
次
侑
以

傅
公
子
雲
、
以
其
為
先
生
之
所
与
、
而
嘗
掌
正
於
是
学
、
且
師
表
於
後
進
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
淳
祐
一
一
年
（
包

恢
撰
「
三
陸
先
生
祠
堂
記
」）
／
五
三
三
頁

こ
こ
で
は
陸
九
淵
の
高
弟
と
し
て
、
袁
燮
と
傅
子
雲
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
傅
子
雲
は
、
陸
九
淵
に
嘱
望
さ
れ
た
槐
堂
諸
儒
の
一
人
だ

が
）
10
（

、
も
う
一
人
と
な
る
と
、
楊
簡
で
は
な
く
袁
燮
が
、
併
祀
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　そ
の
ほ
か
、
包
恢
の
著
作
中
に
は
、
袁
燮
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
楊
簡
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
包
恢
は
、

父
君
の
こ
と
を
深
く
知
る
者
に
、
子
に
及
ぶ
も
の
は
い
な
い
。
私
は
か
つ
て
袁
甫
（
蒙
斎
）
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
先
君
子
（
袁
燮
）

の
立
志
の
剛
直
た
る
さ
ま
、
求
道
の
勇
猛
た
る
さ
ま
、
工
夫
の
緊
密
た
る
さ
ま
、
家
庭
で
の
奥
妙
た
る
さ
ま
、
屋
漏
（
人
の
見
て
い

な
い
場
所
）
で
の
隠
微
た
る
さ
ま
は
、
い
ず
れ
も
篤
実
で
な
い
こ
と
は
な
く
、
僅
か
ば
か
り
の
虚
偽
も
な
い
。
上
下
内
外
に
お
い
て
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も
、
ひ
た
す
ら
正
直
で
欺
瞞
が
な
い
こ
と
を
本
意
と
し
て
い
た
。
世
間
の
軽
薄
危
殆
、
虚
偽
隠
蔽
か
ら
は
、
決
し
て
影
響
を
受
け
る

こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。〔
深
知
父
者
尤
莫
若
子
。
予
嘗
聞
諸
蒙
斎
矣
、
曰
、
先
君
子
立
志
之
剛
、
求
道
之
勇
、
用
功
之
密
、

家
庭
之
奥
、
屋
漏
之
隠
、
莫
非
篤
実
、
無
一
毫
偽
。
内
外
上
下
、
一
以
質
直
不
欺
為
本
。
世
間
浮
薄
嶮
、
矯
詐
掩
覆
之
態
、
影
響
無

有
焉
。〕『
敝
帚
稿
略
』
巻
三
、「
袁
絜
斎
先
生
書
鈔
序
」
／
六
葉
表

と
、
袁
甫
と
直
接
接
触
し
、
そ
こ
で
袁
甫
の
父
袁
燮
の
生
前
の
様
子
を
聴
取
し
て
い
る
。
し
か
し
楊
簡
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
関
心
が
あ

っ
た
と
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
そ
の
著
作
中
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
名
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る）

11
（

。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
た
し
か
に
楊
簡
は
、
浙
東
地
域
の
陸
学
後
継
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
祠
堂
に
祀
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
少
な
く

と
も
江
西
地
域
の
陸
学
後
継
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
の
評
価
は
お
ぼ
つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
状
元
袁
甫
の
活
躍
も
あ
っ

て
か
、
当
時
何
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
の
は
袁
燮
で
あ
り
、
楊
簡
に
つ
い
て
は
、
浙
東
出
身
者
の
中
で
は
、
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
陸
学
全
体
と
し
て
、
そ
の
地
位
が
盤
石
な
も
の
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
い
切
れ
な
い
。
と
り
わ
け
包
恢
ら
、
江
西
ゆ
か
り
の

陸
学
者
に
と
っ
て
、
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
陸
九
淵
後
学
研
究
は
、
陸
九
淵
か
ら
楊

簡
を
経
て
銭
時
に
至
る
と
い
う
、
従
来
の
系
譜
を
自
明
の
も
の
と
は
せ
ず
、
袁
甫
や
包
恢
に
つ
い
て
も
併
せ
て
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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一
九

陸
九
淵

浙
東
地
域
（
浙
江
省
）

（
甬
上
四
先
生
）

傅
子
雲

朱

　
熹

包

　
揚

包

　
恢

江
西
地
域
（
江
西
省
）

（
槐
堂
諸
儒
）

楊

　
簡

銭

　
時

袁

　
甫

袁

　
燮

舒

　
璘

沈

　
煥

【
人
物
相
関
図
】
図
中
の

　
　
　は
父
子
、

　
　
　は
師
弟
関
係
を
表
す
。

※
本
稿
で
使
用
し
た
資
料
は
、
以
下
の
通
り
。
な
お
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
句
読
点
等
の
符
号
を
改
め
、
ま
た
基
本
的
に
新
字
で
統
一
し
、「
余
」
と

「
餘
」、「
芸
」
と
「
藝
」
等
、
新
字
に
改
め
て
は
判
別
が
不
能
な
文
字
の
み
本
字
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　○

『
象
山
全
集
』（『
陸
九
淵
集
』、
鍾
哲
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
一
月
）

　
　○

『
慈
湖
遺
書
』（『
楊
簡
全
集
』、
董
平
校
点
、
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
所
収
）

　
　○

『
融
堂
書
解
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）

　
　○

『
融
堂
四
書
管
見
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）

　
　○

『
蜀
阜
存
稿
』（『
宋
集
珍
本
叢
刊
』、
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
所
収
）

　
　○

『
蒙
斎
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）

　
　○

『
敝
帚
稿
略
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）

　
　○

『
陸
子
学
譜
』（
楊
朝
亮
点
校
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
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二
〇

註（
1
）

　「
南
宋
包
恢
の
「
朱
陸
折
衷
」
論
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
六
五
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）、「
南
宋
袁
甫
の
「
朱
陸
折
衷
」
論
」（『
日
本
儒

教
学
会
報
』
三
、
二
〇
一
九
年
一
月
）。

（
2
）

　包
揚
が
語
録
と
し
て
記
録
し
た
朱
熹
の
こ
と
ば
は
、
も
と
『
文
説
』
一
巻
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
（『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
二
二
／
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
七
年
一
一
月
、
六
五
〇
頁
）、
の
ち
に
饒
州
刊
『
朱
子
語
後
録
』
に
採
ら
れ
て
（『
朱
子
語
類
』
巻
頭
「
朱
子
語
録
姓
氏
」）、
い
ま
現
存

す
る
『
朱
子
語
類
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
包
揚
が
記
録
し
た
陸
九
淵
の
こ
と
ば
は
、
い
ま
『
象
山
全
集
』
巻
三
五
、「
語
録
」
下
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）

　陸
九
淵
の
著
作
、
と
り
わ
け
そ
の
『
文
集
』
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
陸
九
淵
と
陳
亮

　朱
熹
論
敵
の
思
想
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）、
第
二
章
「『
象
山
先
生
文
集
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
4
）

　例
え
ば
『
陸
象
山
先
生
集
要
』
の
「
凡
例
」（
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
・
思
想
続
編
、
中
文
出
版
社
・
廣
文
書
局
、
一
九
七
五
年
五
月
、
一
三

葉
表
）
に
は
、「
攷
年
譜
、
先
生
歿
、
子
持
之
編
文
集
、
合
三
十
二
巻
。
其
後
有
語
録
、
有
年
譜
、
各
為
書
以
伝
。
余
家
蔵
成
化
間
刻
本
、
三
書
如

故
。
正
徳
間
始
併
為
全
集
、
而
年
譜
又
別
存
之
」
と
あ
り
、
明
代
中
期
頃
ま
で
は
、『
文
集
』、『
語
録
』、『
年
譜
』
が
そ
れ
ぞ
れ
単
行
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

（
5
）

　清
・
李

の
増
訂
し
た
『
象
山
先
生
年
譜
』（『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
一
〇
、
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）
に
は
、
内
題
下
に
「
門
人
袁

燮
、
傅
子
雲
初
稿
、
後
学
李
子
愿
彙
編
、
李

増
訂
」（
六
四
九
三
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
末
尾
に
載
せ
る
宝
祐
四
年
（
一
二
五
六
）
の
黄
応
龍

の
跋
に
は
「
友
人
李
子
愿
伯
恭
始
裒
彙
歴
年
」（
六
五
七
六
頁
）
と
あ
る
。

（
6
）

　『
象
山
全
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
紹
定
五
年
条
に
、「
乃
礼
慈
湖
門
人
銭
時
為
堂
長
主
教
、
遠
近
学
者
聞
風
雲
集
、
至
無
斎
以
容
之
」（
五
二
四

頁
）
と
あ
る
。

（
7
）

　楊
簡
は
『
論
語
』
子
罕
「
子
、
四
を
絶
つ
。
意
毋
く
、
必
毋
く
、
固
毋
く
、
我
毋
し
」
に
基
づ
き
、「
意
を
止
絶
す
る
こ
と
」（
＝
不
起
意
）
を
説

き
、
そ
の
精
髄
は
「
絶
四
記
」（『
慈
湖
遺
書
』
巻
二
／
七
・
一
八
五
六
頁
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
牛
尾
弘
孝
氏
「「
絶
止
記
」
訳
注
」（『
国
語
の
研

究
』
一
一
、
一
九
八
〇
年
五
月
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
陸
九
淵
や
楊
簡
、
銭
時
の
「
人
心
」「
道
心
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
陸
学
の
「
人
心
」

「
道
心
」
論

　い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
折
衷
」
の
淵
源
を
辿
る
」（『
言
語
・
文
化
・
社
会
』
一
五
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
を
見
ら
れ
た
い
。

（
8
）

　牛
尾
弘
孝
氏
「
楊
慈
湖
の
思
想

　そ
の
心
学
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
中
国
哲
学
論
集
』
一
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）
で
は
、「
慈
湖
心
学
を
解
明
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二
一

す
る
に
当
っ
て
先
ず
気
が
つ
く
の
は
、「
心
の
精
神
こ
れ
を
聖
と
い
う
」（
孔
叢
子
、
記
問
篇
）
な
る
語
が
続
出
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た

上
で
、
そ
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）

　明
代
、
と
り
わ
け
王
学
の
後
継
者
た
ち
に
よ
る
楊
簡
評
価
に
つ
い
て
は
、
呉
震
氏
「
楊
慈
湖
を
め
ぐ
る
陽
明
学
の
諸
相
」（『
東
方
学
』
九
七
、
一

九
九
九
年
一
月
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
楊
簡
の
死
後
、
浙
江
慈
湖
周
辺
の
人
士
に
よ
る
／
慈
湖
と
い
う
場
で
論
じ
ら
れ
た
、
楊
簡
に
関
す
る
議
論
に

注
目
し
た
も
の
に
、
早
坂
俊
廣
氏
「
慈
湖
の
楊
簡
論
」（『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想

　吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
』、
研
文
出
版
、
二
〇

一
三
年
三
月
）
が
あ
り
、
示
唆
に
富
む
。

（
10
）

　例
え
ば
『
象
山
全
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
に
は
「
季
魯
（
子
雲
）
歯
最
少
、
坐
必
末
。
嘗
掛
一
座
于
側
間
、
令
代
説
。
時
有
少
之
者
、
先
生
曰
、

季
魯
英
才
也
」（
淳
熙
一
五
年
／
五
〇
二
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
嘱
傅
季
魯
居
山
講
学
。
先
生
将
之
荊
門
、
謂
季
魯
曰
、
是
山

子
是
頼
、
其
為
我

率
諸
友
、
日
切
磋
之
。
吾
遠
守
小
障
、
不
得
為
諸
友
掃
浄
氛
穢
、
幸
有
季
魯
、
在
願
相
依
親
近
」（
紹
熙
二
年
／
五
〇
八
頁
）
と
あ
る
。

（
11
）

　『
敝
帚
稿
略
』
に
は
、「
慈
湖
楊
（
簡
）
公
」
の
名
が
一
箇
所
の
み
見
え
る
。
た
だ
し
そ
れ
も
、
呉
榘
（
規
父
）
な
る
人
物
の
事
績
と
し
て
、「
出

而
与
当
世
名
師
友
游
、
則
如
慈
湖
楊
公
、
絜
斎
蒙
斎
袁
公
父
子
」（
巻
六
「
呉
規
父
墓
誌
銘
」
／
二
一
葉
裏
）
と
語
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

（
附
記
）
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
七
日
、
第
四
五
回
宋
代
史
研
究
会
夏
合
宿
（
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
南
阿
蘇
）
で
の
同
題
の
口
頭
発
表
を
も
と

に
、
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。






